


ニュース＆トピックス

準優勝：八幡平フェニックス

　学童の体力増強とスポーツの振興を目的とした、鹿角小学校クラブ野球大会が城山球場で開催されました。今大
会もＪＡ共済学童野球大会の予選も兼ねており、出場した管内６チームは、全県大会出場を目指し試合に臨みまし
た。２日間に渡って行われた試合では、各チームとも練習の成果を発揮し、熱戦を繰り広げました。
　２回戦に駒を進めたのは、花輪野球スポーツ少年団・柴平ＢＬＵＥ　ＲＩＳＥ・十和田ＪＢＣ・八幡平フェニッ
クスの４チーム。
　準決勝第１試合の花輪と柴平の試合は、１回裏に花輪が４得点をし、柴平は２回表に３点を返し１点差とします
が、花輪は２回以降も得点を重ね13－４の５回コールドで花輪が決勝へ進出を決めました。
　準決勝第２試合の十和田と八幡平の試合は、３－３の同点で迎えた３回裏、八幡平の４番が勝ち越し２ラン、４
回裏にもソロと２打席連続でホームランを放つなど２イニングで９得点し、12－３の５回コールドで八幡平が決勝
へ進出を決めました。
　決勝戦は、花輪野球スポーツ少年団と八幡平フェニックス
の一戦となりました。１回裏に八幡平が先頭から２者連続の
２塁打で１点を先制するも、２回表には花輪がすぐ同点にし、
その後もお互い点を取り合い、３回終了時は４－５で八幡平
の１点リードとなりました。大会規定による時間制限で最終
回となった４回、花輪は１アウト１塁の場面で、４番が２ラ
ンを放ち、主砲の一振りで見事逆転しました。
　１点ビハインドとなった八幡平は負けじと犠牲フライで６
－６の同点とし延長戦へと突入しました。タイブレーク方式
の延長５回表、花輪は一挙３得点と突き放しました。その裏、
八幡平は内野ゴロの間に１点返すも反撃及ばず、９－７で花
輪が優勝を飾りました。
　優勝した花輪野球スポーツ少年団は８月１３日からの全県ナイスカップ、準優勝の八幡平フェニックスは９月１３
日・９月１４日に開催されるＪＡ共済学童野球大会へ出場します。

7月12日･13日全県大会出場をかけ熱戦

第１4回　鹿角小学校クラブ野球大会（兼　第２3回ＪＡ共済学童野球大会予選）
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会場／城山野球場
大会成績
優　勝：花輪野球スポーツ少年団
準優勝：八幡平フェニックス
　　　　（全県ＪＡ共済学童野球大会
　　　　出場決定！）
３　位：柴平BLUE　RISE
　　　　十和田ＪＢＣ

鹿角予選大会 結果表
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News＆Topics

生育状況を確認しながらポイントを説明

　北限の桃生産部会は、樹形を維持する新梢管理と修
正摘果作業の講習会を開催しました。
　肥大状況は、平年並みの開花となったことから、果
実肥大は平年並みに推移していましたが、７月の少雨
により停滞しています。
　講習会では、修正摘果に向け、結果枝の長さに応じ
た着果量の目安を確認しました。
　そのほか、７月下旬始めまでの袋かけや今後発生が
増える病害虫の特徴や防除などそのほかの管理につい

新梢や若木の管理で樹形を仕立てる

7月8日
モモ新梢管理及び修正摘果講習会

各担当者と質疑応答を交え規格を確認

　きゅうり生産部会は、出荷最盛期に向けて、露地
きゅうりの取扱い説明会を開催しました。
　市場関係者より各情勢について、関東産も終盤に入
り東北産へ切り替わると報告があり、今年度計画の
５億の達成に向け「１ケースでも多く出荷をお願いし
ます」と挨拶がありました。ＪＡ担当者からは、出荷
規格や本数などの変更点や令和７年度の取扱いについ
て、説明を行いました。
　終了後は目揃いを行い、規格を確認しました。

市場販売は東北露地物へ

7月1日･2日
きゅうり取扱い説明会

 県北地区園芸戦略対策協議会は、２日に最重点品目
の１つとしているきゅうりの出発式を行いました。
　開会にあたり協議会の副会長を務める阿部組合長は
「県北地区のきゅうりは消費地より鮮度・うまさで高
い評価を得ている。」と挨拶しました。
　テープカットやトラックドライバーへの花束贈呈、
頑張ろう三唱が行われた後、３.３㌧のきゅうりを積み、
京浜市場へ出発するトラックを来場者で見送りました。

1,550㌧の出荷を見込む

7月2日
県北地区きゅうり出発式
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ニュース＆トピックス

生産者ハウスにて生育を確認

　トマト生産部会では、現地講習会を開催しました。
　講習会では、春先の日照不足からの根張り不足や、
着果負荷からの葉先枯れなどが懸念される中、後半収
穫に向け発根剤の使用を呼びかけました。また、耐暑
性品種は蒸散量が多いためかん水量を上げ、少量多回
数の同時施肥で施肥を吸い上げやすくするなどの管理
のポイントを説明しました。
　病害虫については、昨年秋口にも発生したスリップ
スやトマトキバガへの注意を促し、発生前からの定期

収穫までの栽培管理を学ぶ

7月9日
トマト現地講習会

サンプルを参考に基準等を確認

　花き生産部会は、お盆出荷に向けた主力３品目の取
扱い説明会を開催しました。
　各市場関係者より情勢報告が行われ、8日に注文が
集中していることから「4日の週への出荷をお願いし
ます」と挨拶しました。
　説明会では、品質基準など今年度の取扱いのほか、
出荷時の注意点や咲きすぎ対策など説明しました。
　また、今年は奇形花が多く見られるため、出荷の際
に再確認するよう呼びかけました。

需要期や出荷規格を確認

7月17日
花き取扱い説明会

相談会では、必要書類の確認も行います

　貯金課は、年金無料相談会をＪＡ会館にて開催しま
した。請求の手続き方法などの相談について説明を行
い、年金受給開始に向けたサポートを行いました。
　相談会には１１名が来場。社会保険労務士の小布山洋
一氏と中村浩三氏の２名が相談員として対応し、受給
開始に向けたアドバイスを行いました。また、必要な
書類の確認のほか、退職後雇用保険や健康保険につい
ても説明を行いました。
　なお、次回は１１月９日（日）に開催します。

開始手続きをサポート

7月13日
年金無料相談会

ＪＡ担当者が、各圃場で生育診断

　稲作生産部会では、今年２回目のあぜ道相談を開催
しました。
　７月１５日現在の生育状況は、草丈は１１８％と長く、葉
色は平年並みですが、茎数は80％と不足しております。
　ＪＡ指導員は、管内の生育状況の説明や生育診断を
行い、水管理の徹底や出穂10日前の草刈りなど管理作
業について指導しました。
　また、多発しているカメムシへの注意を呼びかけ、
除草の徹底など対策を指導しました。

今後の管理を圃場毎に指導

7月17日〜
第２回あぜ道相談
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正組合員資格変更のお知らせ

〜「JAかづの」から正組合員加入のおすすめ～

　当組合では、第63回通常総代会の決議に基づき、下記のとおり正組合員資格を変更い
たしました。

【当ＪＡの組合員資格】

【変更理由】…耕作面積について、小規模軽量野菜においては、10アール未満の小面積栽
培が見込まれること。農作業従事日数については、年間平均従事日数が９０
日未満の農業者が増えていること。以上の点から、要件を緩和し、小規模
農家の営農継続や女性の農業参入、定年帰農者や移住就農者等が正組合員
に加入しやすくするため

　正組合員加入により、ＪＡへの農産物出荷はもちろんの事、それに伴う施設などの利用事
業・保管事業（米穀保管・冷蔵庫・集出荷所・選果場・育苗施設）のほか、営農指導事業もご
利用いただけます。
　併せて、ＪＡの産直センター「おらほの市場」の出荷者会員要件もクリアできます。
　また、購買貸越に登録（※限度額設定あり）いただければ、購買事業（資材全般・農機車両事
業・生活センターなど）ご利用の際に、売掛でのご購入が可能です。
　さらに、かづの厚生病院で人間ドックを受診された場合、組合員割引が利用できます。
 （正組合員とその同居家族は、日帰りドック4,000円/回、宿泊ドック8,000円/回が割引）
　くわしくは、各事業所までお問い合わせください。　

【加入・資格変更手続窓口】
最寄りの支所でお手続きください。

【お問い合わせ先】
最寄りの支所（花輪支所：23-2159　十和田支所：35-2072）へお問い合わせください

以上
かづの農業協同組合

変更後 現行

（1）１アール以上の土地を耕作する農
業を営む個人であって、その住所
又はその経営に係る土地又は施設
がこの組合の地区内にあるもの

（1）10アール以上の土地を耕作する農
業を営む個人であって、その住所
又はその経営に係る土地又は施設
がこの組合の地区内にあるもの

（2）１年のうち30日以上農業に従事す
る個人であって、その住所又はそ
の従事する農業に係る土地又は施
設がこの組合の地区内にあるもの

（2）１年のうち90日以上農業に従事す
る個人であって、その住所又はそ
の従事する農業に係る土地又は施
設がこの組合の地区内にあるもの
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8月 9月
中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

水 田 防 除

農 道 ・ 畦 畔

休耕田・法面等

　　 ●1回目防除（出穂期10日後頃） 

　　草刈り　　　　　収穫期2週間前　　　　　　　収穫期

　　　　　　　　　　収穫期2週間前　　　　　　　収穫期

　　 　　 　　　　　●2回目防除（出穂期24日後頃） 

　　　⇔　　　　　　　　　  ←　　　草　刈　り　　　→

　←　草刈り禁止期間　→　  ←　　　草　刈　り　　　→

完全落水（9月5日頃）
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月・旬 作業の種類 主 な 指 導 事 項

８
月
上
旬
～
下
旬

水管理の適正化
◎出穂期から開花期は常時湛水状態とする。
◎�気象変動に対応した水管理の徹底（危険期の深水

管理の徹底・高温時のかけ流しの実施等）。

カドミウム汚染
米 発 生 防 止 の
水 管 理

◎�出穂期前後３週間（7/15～8/25）までは湛水管
理を徹底する（田面が出ない水管理）。

いもち病防除の
徹 底

◎穂ばらみ期と穂揃期の穂いもち防除の徹底。
◎�出穂期以降に降雨量が多い場合は傾穂期防除を行

う。

斑点米カメムシ
類 防 除

◎�カメムシ類による被害防止のため、畦畔の草刈り
を、１回目薬剤防除後１週間以内に行う。その後
収穫２週間前までは、草刈りを行わない。

◎�薬剤防除は、傾穂期（出穂１週間から10日後）と
乳熟期（出穂後約２週間頃）の２回行う。

今月の稲作作業

◇水田防除と水田周辺の草刈り時期

7月15日～8月25日までの40日間、水田に水を入れて、田面を空気にふれさせない。
集落のみんなで、この湛水管理を徹底し、カドミ米の発生を防いでください。

※あきたこまちＲは、カドミウム低吸収性品種ですので間断灌水可能です。

「水で育てる、大切なお米」～カドミ米を出さない水管理～
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